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保育 園の地域交流  

児童 養護の地域交流  

桜並木清掃

子どもたちが中心となり、地域の方と一
緒に桜並木を綺麗にしました。春の風を
感じながら、
元気に取り
組む姿が見ら
れました。

離乳食のお悩み（移行のタイミングや
食事の形状、味付けなど）を栄養士に
相談したり、地域で子育てする保護者
同士の交流の場となっています。

リズム遊びと季節の歌や行 事に
触れる時間を楽しんでいます。

 
1　地域とのつながり・交流  2　法人よりごあいさつ・通信福音NEWS

3～7 各事業のページ（令和8年度上期の様子のご紹介）


 

11　ご寄付をいただいた方のご紹介  

10　令和7年度決算報告

12 　職員募集／法人事業一覧


子どもたちが土に触れながら
夢中で芋ほりを楽しみ、地域
の方との交流の中で沢山の笑
顔があふれました。

給食試食会を開催

親子リトミック

芋ほり

地域との活動は、子どもたちが社会とのつながりを実感し、思いやり挨拶などを学ぶ機会となっています。
地域の方との関わりは安心出来る居場所を広げ、子どもたちを見守る暖かな環境づくりに繋がっています。

地域とのつながり・交流



今年4月に新たに就任した管理職です

児童養護施設福音寮　

施設長  内田道夫 

地域⽀援　

課長　小野恭子

地域の子ども・子育て⽀援を、みなさまと

進めていきたいと思います。よろしくお願い

いたします。

施設長の内田です。子どもたちの笑顔と安 

心を守るための環境を作り、寄り添う⽀援 

に努めてまいります。 

　 平素より当法人の運営にご理解ご協力をいただき誠にありがとうございます。

 　当法人の児童養護施設は定員55名、本年7月現在、本園3ユニットとグループホーム9か所を運営

しており、3月には12名の高校3年生を送り出しました。7名は措置を延長して、施設での生活を継

続しています。大学、専門学校、職業訓練等に通い、また、退所後の生活を見据えて住居探しやグ

ループホームの見学などを行っています。措置延長をしなかった人も含めて、私たちはアフターケア

として関わっています。

　入所中の子どもたちも新しい学年になり、塾に通ったり、ダンスやバスケットボールなどのスポー

ツ、習い事などに挑戦したりと、それぞれの道を自分なりのペースで歩み始めています。

　2006年から児童養護施設の業務の一つとして位置づけられたアフターケア、当法人では退所後約

10年、年齢は概ね30歳までの若者を基本とし、時々は音信不通になりながらも途絶えることなく

現在は約80名の若者と関わりを続けています。

　退所後の一人暮らしは若者にとって大変厳しい様子が伝わってきます。措置延長は児童相談所の

判断ですので希望すれば誰でも可能なわけでもなく、住まい探しにも苦労し18歳の壁はとても高く

感じられます。

一方で⽀援も充実してきています。

　世田谷区ではせたがや若者フェアスタート事業を実施しており、給付型奨学金をはじめ家賃⽀

援、住宅⽀援、居場所・地域交流などの⽀援がこれまで以上に充実しており、住宅⽀援では区内の

借り上げ区営住宅を月額1万円で、卒寮した若者が使用することができています。

　住居の確保と合わせて若者がふらっと気軽に立ち寄れる居場所事業はとても大切だと感じていま

す。当法人では毎月1回、日曜日に昼食会「福カフェ」を開催しています。30歳を過ぎた若者も一

緒にお昼ご飯を作りながらおしゃべりしたり、ゆる～くつながれる場所は若者にとって大切な居場

所でもあります。食材などは社会福祉協議会やいつも気にかけてくださっているボランティアの皆様

に⽀えていただいており、こうした⽀援の輪を広げていくことも私たちの大事な仕事のひとつです。

　他の事業でも子どもたちはそれぞれの夏を思い思いに過ごしました。学童クラブ・居場所事業で

は夏休みに、上級生が下級生の意見を聞きながら折り紙やプラバンでの制作に取り組む姿も見ら

れ、夏休みを過ごした子どもたちはたくましく成長しています。

 これからも子どもたちの様々な経験を通して主体性、思いやり、ルールなど生きる力を大きく育ん

でいきたいと思います。今後も変わらぬご⽀援ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
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理事長 秋山
由美子


今年5月に地域懇談会を開催いたしました。

直接皆様に福音寮の事業を説明させていただき、

地域の皆様の活動状況等をお聞かせいただき、

皆様との情報交換のよい機会となりました。

通信福音NEWS
地域懇談会

ごあいさつ



卒寮⽣の今
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職員から

ひとこと

 

今年卒寮したMちゃんに

インタビューしてみました！

各ホームでは、季節の行事やおでかけ、日々の生活の中でのさまざまな活動を通して、子どもたちが楽しく充実した

時間をすごしています！

新しい学年・新学期を迎え、児童たちはそれぞれに新たな一歩を踏み出しています。

学習面では、通塾を開始する児童、またダンスやバスケットボールなど、新しい習い事に挑戦する姿も見られまし

た。環境の変化の中で、自分なりの目標に向かって前向きに取り組む様子が伺えます。

各事業のページ

大学の実習とバレーボールサークルとバイ

トを頑張っています！

毎日大変ですが、大学生活を楽しんでい

ます！

ありすぎて答えられない！

話したらキリがないから、決められない！

長くお世話になった職員が作るおい

なりさんがおいしかった。

エビマヨも意外と好きだったな～！

動物看護師とトリマーの資格を取って、

動物病院で働くこと！✨

今頑張ってること

思い出に残ってること

将来の目標

好きだったご飯

卒寮しても、ホームに遊びに来てくれたり、一緒に外食に行ったり、児童の成長を長く見

守ることができることが児童養護の魅力です。

施設での楽しかった出来事、思い出に残っていることがたくさんあったようで、職員も嬉

しいですね。天真爛漫で、何にも一生懸命頑張るMちゃんの、諦めずに頑張る気持ちに私

たちもいつも勇気と元気をもらっています。これからのさらなる活躍を、職員一同願って

います！

【卒寮生について】

卒寮した児童は、それぞれ新たな生活の場へと歩みを進めています。措置延長となった 7

名の児童は、新生活に取り組みながら引き続き福音寮で生活を継続しています。退所した

児童についても、定期的に連絡を取り合いながら、歩みを見守り安心して自立した生活を

送れるよう、これからも寄り添ってサポートしていきます。
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ショートステイは、親御さんの病気や仕事、そのほかの理由により

子育てが一時的に難しくなった時、短期間(トワイライトは日帰り)

お子様をお預かりすることでご家庭での子育てをサポートします。

2歳から12歳まで異年齢のお子さんが一緒に食卓を囲んだり、遊びを共にしたり。

初めは緊張しつつも、すぐにみんな仲良くなって過ごしています。

「みんなで、おやつを作ったよ！」

「2階建てのプラレールを

作ってみたよ！」

　母子生活支援施設は、子どもと母親が一緒に

入所できる児童福祉施設です。

　いろいろな家族が、ちょっとひと休みして、

暮らしを立て直すために、生活しています。

　上半期は制作を楽しみました！小学校の低学年生たちは折り紙や紙皿、

綿を使って作ったお菓子でお店屋さんごっこをし、上級生はクッキーを焼

いてチョコペンでデコレーションを、お母さんたちはパラコードでス ト

ラップ作りをしました♪
　

イベントが入所する方々の交流の機会にもなっています☆
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お休みの日はご家族でいらして

 くだ さる方や久しぶりにお会い

できる親子さんも多いです♡

 
これまで開所日は、月～金曜日(祝日含む)でしたが、

令和8年度より、さらに月１～2回不定期で土曜日開所をスタートしました！！

平日は仕事があってご利用できない保護者さんにも利用していただけるようプチ

イベントなども開催しながら、居心地のイイひろばづくりを進めます！

手遊び、ふれあい遊び、パネルシアター、

絵本などを楽しむイベントもありました。

 「PAPA DAY」としたことで、いつもより

多くのパパにご参加いただきました。

かわいい鯉のぼりができました！

 足形を鯉のぼりに見立てて　台紙にペタリ

4月(土曜日) 「PAPA
DAY」の開催

5月(祝日)イベント「こどもの日

子どもの「やりたい！」をカタチに！

 5月に施設近くの公園でピクニックをしました♪

「青春は密なので」――中学生たちと過ごす中

で、この言葉を深く実感します。 物価高騰もあ

り、子どもたちはいろいろな体験をする機会が少

しずつ減っています。子どもたち一人ひとりの

「やってみたい」という声を丁寧に聴く関わりを

大切にしています。 自分たちで作ったお弁当を

持って出かけたピクニックや調理の時間は、

子どもたちの「やりたい！」という声から生ま

れた、次の新しいチャレンジへとつながる大切

な一歩（きっかけ）です。

本事業は世田谷区から委託を受け、区内２か所で運営しています。経済的な理由等で支援を必要とする家庭の

中学生のお子さんが、平日や土日の１６時から２１時に、安心した空間で、勉強したり、ご飯を食べたり、

自由に過ごすことができるように居場所を提供し支援する事業です。



～季節の行事～

　地域の方から竹を分けていただい

て、七夕飾りを楽しみました。子ども

たちは短冊に願いを書き、飾りもたく

さん作りました。学童クラブでは特別

な“七夕おやつ”を実施していた事業

所もありました。

  ～配食サービス～

　学童クラブでは昨年度より配食サービス

が始まり、希望者にはお弁当が届けられる

ようになりました。お弁当作りの負担が減

り保護者の方からも好評です

この日のメニューは「チキンステーキ」副

菜やデザートもあって美味しそうです♪

～夏休み～

　

　

学童クラブと放課後等居場所の

合同企画！「どろだんご作り」！

みんな夢中になって作りました。

一番ピカピカに

光っているのは

どれかな？
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　学童クラブ事業は、杉並区より受託をうけてから20年が経ちました。現在、学童クラブ12か所と放

課後等居場所事業8か所を運営しています。 　学童クラブと放課後等居場所事業は、同じ学校内で運営

している事業所が多いため、子どもたちは校
庭で一緒に遊んだり、学童クラブ児童が放課後等居場所事

業の行事に参加したりと、互いに連携を取りながら運営しています。
　放課後等居場所事業は、学童ク

ラブ待機児童の受け皿になっている面もあります。誰でも気軽に遊び
に来られる子どもたちの居場所と

して、地域に欠かせない存在となってきました。
　今後も学童クラブと放課後等居場所事業が協力しあ

い、学校や地域の方たちとも連携しながら、子ど
もたちの成長を見守っていけるように努めていきま

す。

 ～新入生歓迎会～

　4月～5月は新1年生を迎えるイベントを各業所で

行っていました。上級生が司会をしたり、プレゼン

トを作ったりと大活躍です♪

　～地域の夏まつり～

太鼓や盆踊りの練習に

学童クラブや放課後等居場所事

業の子どもたちが参加をして、

地域のお祭りをみんなで

盛り上げています♪
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福音寮には小さなおうち保育園・みんなのおうち保育園・にじのおうち保育園があります。

“ほっとしたつながりで育ち合いましょう”という保育理念のもと、それぞれの園の特色を活かし、おとなもこどもも

夢中になって楽しむ保育を心がけています。今回は、あそび、食育、地域交流、保健衛生の様子をご紹介します。

きれいな花が咲きますように

年長児が地域の方と花植えをしました。当日はあいにくの雨でしたが、自治会の

皆さまに土の耕し方、花の植え方を丁寧に教えていただきました！地域の方との

つながりの温かさにも触れ素敵な時間となりました。

さらさら、ぷにゅぷにゅ、おもしろい！

様々な感触遊びを楽しんでいます。小麦粉、片栗粉、

絵の具、泡、氷…はじめは慎重な子もいますが、

不思議な感触に目を輝かせていました。

「天井まで積み上げよう」

積み木を慎重に積み重ね、

いよいよ手が届かなくなる

と、椅子を持ってきて工夫していました。倒れないよう

息をひそめ、真剣な表情でそっと積み上げる姿に、周

囲も緊張感をもって見守りました。子どもたちの「やっ

てみたい」という思いが、遊びを広げていました。 

毎年、看護師による手洗い指導を行っています。手にスタンプを

つけ、いつも通り洗いますが…「あれ？まだ汚れてる…」。手には

目に見えない汚れがついていること、さっと洗うだけでは落とせ

ないことを知り、手の洗い方を学びました。

「みてみて！トマトがあかくなったー！

今年はプランターで大玉トマトの栽培に挑戦！

長い梅雨でなかなか赤くならなかったトマトが、ようや

く収穫出来ました。栄養士さんにお願いして切ってもら

い、給食でおいしく頂きました。

食育 ソラマメのさやとり

給食のシチューに入れるため薄皮もむきます。旬の野

菜のお手伝いは、繰り返し経験し手慣れた様子。「む

けたかな？」と豆をよく観察していました。
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令和7年度決算報告(貸借対照表)
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皆様方のあたたかいご支援に心より厚く御礼申し上げます 
個人や企業の皆様から多大なご支援を頂きました。

子どもたちが日々笑顔で前進できますよう、大切に使わせていただきます。 

皆様からの変わらぬご支援に深く感謝致します。 

ご支援いただいた方(令和８年１月１日～令和８年６月３０日) 

＊あいうえお順、敬称略＊ 

※その他にも、たくさんの方々から匿名にてご寄付をいただきました。 

阿部　直彦

一般社団法人SOL

伊藤　稔

井戸川　真也

碓井　博子

遠藤　慧

上北沢町会 会長　新井　貞次

金城　真喜子

公益財団法人日本児童養護施設財団

ＮＰＯ法人ＪＣＳ

ＮＰＯ法人プラネットカナール

ＮＰＯ法人ブルーフォージャパン

雨田　明日香

一般社団法人東京文具工業連盟

井門　典子

梅原　智恵 中村　小百合

小澤　勝広

カーブス下北沢店

カーブス千歳船橋店

花王株式会社

金城　真喜子

株式会社ｂｉｔＦｌｙｅｒ

株式会社Ｉ－ｎｅ 株式会社Ｔ．Ｙ．プロモーシ

ョン　詩笛　立季
株式会社Ｔｒｅｅ＆Ｒｉｖｅ

ｒ

株式会社ガイア

株式会社共成

株式会社そごう・西武

株式会社チュチュアンナ　１％クラブ

株式会社フレーベル館

株式会社ミロク情報サービス

上北沢歯科

サンエックス株式会社

世田谷区更生保護女性会

テンワス株式会社

鳴木屋輪店

日本出版販売労働組合

村木　敬介 ・
加奈子

明治安田生命保険相互会社

山内　要

世田谷区職員2名

大金商事株式会社　太田　進也

千葉　孝正

テンワス株式会社

東京さぎそうライオンズクラブ　島田　益吉

日本基督教団東京教区西南支区

松沢教会

ペイ ガバナンス日本株式会社

リサイクルBORO　大野智恵子

ご寄付をいただいた方のご紹介

寄付物品 

寄付金 



取得実績
最長期間

育児休業取
得人数

育児 休業取
得率

男性３名

男性１年

男性100％ 女性100％

女性１０名

女性１年９カ月

 

小さなおうち保育園／みんなのおうち保育園／にじのおうち保育園 

福音寮（本園3ホーム、グループホーム９ホーム） 

まつぼっくり／いずみんなクラブ／チャッピーズワイド ／
はっぴぃタイム
／
わいわい杉七
／も
もごスマイルひろば／ももにランド／たかさんアドベンチャー 

子どものショートステイ・トワイライトステイ・要支援家庭ショートステイ 
（おでかけひろば） ぽっぽちゃんひろば 

（子どもと家庭を支える学習・生活支援の拠点事業） ２か所 
（学童クラブ） 松ノ木小学童クラブ／和泉学園学童クラブ／和泉学園学

童クラブ校外育成室 ／
東田学童クラブ／杉二学童クラブ／杉七学童クラブ／桃五学童クラブ
／
今川北学童クラブ ／
高二学童クラブ／高三学童クラブ／桃二学童クラブ
／
高小学童クラブ

放課後等居場所事業

認可保育所（保育園）

児童養護施設
母子生活支援施設
子育て短期支援事業
地域子育て支援拠点事業

児童育成支援拠点事業
放課後児童健全育成事業

就職説明会も実施中！(オンライン参加可) 

《法人合同説明会・各事業の説明会・施設見学》

　随時受付中！  学生さんも一般の方も参加できます！ 

ご応募はこちらから 
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〒156-0057 東京都世田谷区上北沢3－1－19

TEL:03-3302-5600 FAX:03-3302-6791

http://www.fukuinryo.or.jp 

https://www.fukuinryo.or.jp/recruit/ 

（採用担当）saiyo@fukuinryo.or.jp 

京王線「桜上水駅」または「上北沢駅」より徒歩8分 

Information 

育児休業取得状況  職 員
募
集
 一緒に子どもの福祉に関わる
お仕事をしませんか？ 

HP採用ページはこちら 

お問い合わせはお気軽に 

法 人
事
業
一
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法人本部 社会福祉法人 福音寮

社会福祉法人 福音寮
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	施設での楽しかった出来事、思い出に残っていることがたくさんあったようで、職員も嬉しいですね。天真爛漫で、何にも一生懸命頑張るMちゃんの、諦めずに頑張る気持ちに私たちもいつも勇気と元気をもらっています。これからのさらなる活躍を、職員一同願っています！
	【卒寮生について】
	卒寮した児童は、それぞれ新たな生活の場へと歩みを進めています。措置延長となった 7名の児童は、新生活に取り組みながら引き続き福音寮で生活を継続しています。退所した児童についても、定期的に連絡を取り合いながら、歩みを見守り安心して自立した生活を送れるよう、これからも寄り添ってサポートしていきます。
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	　母子生活支援施設は、子どもと母親が一緒に 入所できる児童福祉施設です。 　いろいろな家族が、ちょっとひと休みして、 暮らしを立て直すために、生活しています。
	「2階建てのプラレールを作ってみたよ！」
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	手遊び、ふれあい遊び、パネルシアター、絵本などを楽しむイベントもありました。 「PAPA DAY」としたことで、いつもより多くのパパにご参加いただきました。
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	本事業は世田谷区から委託を受け、区内２か所で運営しています。経済的な理由等で支援を必要とする家庭の中学生のお子さんが、平日や土日の１６時から２１時に、安心した空間で、勉強したり、ご飯を食べたり、自由に過ごすことができるように居場所を提供し支援する事業です。

	子どもの「やりたい！」をカタチに！
	 5月に施設近くの公園でピクニックをしました♪「青春は密なので」――中学生たちと過ごす中で、この言葉を深く実感します。 物価高騰もあり、子どもたちはいろいろな体験をする機会が少しずつ減っています。子どもたち一人ひとりの「やってみたい」という声を丁寧に聴く関わりを大切にしています。 自分たちで作ったお弁当を持って出かけたピクニックや調理の時間は、
	子どもたちの「やりたい！」という声から生まれた、次の新しいチャレンジへとつながる大切な一歩（きっかけ）です。

	　学童クラブ事業は、杉並区より受託をうけてから20年が経ちました。現在、学童クラブ12か所と放 課後等居場所事業8か所を運営しています。 　学童クラブと放課後等居場所事業は、同じ学校内で運営している事業所が多いため、子どもたちは校 庭で一緒に遊んだり、学童クラブ児童が放課後等居場所事業の行事に参加したりと、互いに連携を取りながら運営しています。 　放課後等居場所事業は、学童クラブ待機児童の受け皿になっている面もあります。誰でも気軽に遊び に来られる子どもたちの居場所として、地域に欠かせない存在となってきました。 　今後も学童クラブと放課後等居場所事業が協力しあい、学校や地域の方たちとも連携しながら、子ど もたちの成長を見守っていけるように努めていきます。
	 ～新入生歓迎会～ 　4月～5月は新1年生を迎えるイベントを各業所で 行っていました。上級生が司会をしたり、プレゼントを作ったりと大活躍です♪
	～夏休み～
	学童クラブと放課後等居場所の
	合同企画！「どろだんご作り」！
	みんな夢中になって作りました。一番ピカピカに
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	どれかな？
	～季節の行事～
	　地域の方から竹を分けていただい て、七夕飾りを楽しみました。子どもたちは短冊に願いを書き、飾りもたくさん作りました。学童クラブでは特別な“七夕おやつ”を実施していた事業所もありました。
	  ～配食サービス～
	　学童クラブでは昨年度より配食サービス が始まり、希望者にはお弁当が届けられるようになりました。お弁当作りの負担が減り保護者の方からも好評です
	この日のメニューは「チキンステーキ」副菜やデザートもあって美味しそうです♪
	　～地域の夏まつり～
	太鼓や盆踊りの練習に
	学童クラブや放課後等居場所事業の子どもたちが参加をして、地域のお祭りをみんなで
	盛り上げています♪
	さらさら、ぷにゅぷにゅ、おもしろい！
	「天井まで積み上げよう」
	「みてみて！トマトがあかくなったー！
	きれいな花が咲きますように
	食育 ソラマメのさやとり
	令和7年度決算報告(貸借対照表)
	ご寄付をいただいた方のご紹介
	皆様方のあたたかいご支援に心より厚く御礼申し上げます 
	個人や企業の皆様から多大なご支援を頂きました。
	子どもたちが日々笑顔で前進できますよう、大切に使わせていただきます。 皆様からの変わらぬご支援に深く感謝致します。 
	ご支援いただいた方(令和８年１月１日～令和８年６月３０日) ＊あいうえお順、敬称略＊ 
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